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新 し く開 発 され た経 口用 セ フェ ム剤cefdinirを 呼 吸 器感 染 症 例 に投 与 して・そ の臨 床 的 ・ 細 菌 学

的検討 と副 作 用 に つい て検 討 した.

対 象は急性 気 管 支 炎7例 と慢 性 気 管支 炎2例 で あ った 。 前者 で は著効1例,有 効3例,や や有 効

1例,無 効2例 で あ り,後 者 で は2例 共 に有 効 で,投 与 全 例 で は有 効 率67%で あ った 。細 菌学 的 に

はStaphylococcus aureus,Strptococcus pneumoniae,β-haemolytic Streptococcus,Haennophilus

paraiuuenzae,Haemophilus sp.は い ずれ も消失 し,Haemophilus influezae 1株 は残存 し た。

副 作用 は全 く認 め られ な か った。 臨 床 検 査値 で は,1例 で 腎 機能 異 常,2例 で 肝機 能 の 異 常 を認

めた。
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Cefdinir(CFDN)は 新 しく開発 され た経 口用 セ フェム剤

で,構造式は7-ア ミノセ ファロスポラ ン酸の3位 に ビニル基

を,7位 にアミノチアゾ リル基 とヒ ドロキシイ ミノ基 を有 し,

cefixime(CFIX)と 類似 している(Fig.1)。

本剤はグラム陽性菌 と陰性 菌双方 に広 範な抗菌 スペ ク トル

を持ってお り,グ ラム陽性菌 に対 してはcefaclor(CCL)と 同

等かそれ以上の抗菌力を持 ち,グ ラム陰性菌 に対 してはCFIX

より軽度劣る程度 といわれている1).

Fig. 1.Chemical structure of CFDN .

1. 対 象 およ び方 法

対象患者 は1987年3月 か ら1988年2月 まで に来院 し,

同意の得 られた 外来 患者9名 で あ る。 全例 女 性 で あ り,

年齢 は47歳 か ら81歳,平 均60.6歳 で あ った。 疾 患 の 内訳

は急性気管 支炎7名,慢 性 気 管支 炎2名 で,全 例 軽症 で

あった。起 炎菌 はStaphylococcus aureus,β-haemolytic

Streptococcus,Haemophilus parainfluenzae,Haemo-

Philus influenzaeが そ れ ぞ れ1例 ず つ,ま た1例 で

Streptococcus pneumoniaeとHaemophilus sp.の 混 合

感染が あった。 他 は正 常菌 叢 で あ った。 投 与 方法 は本 剤

50ま た は100mg(力 価)カ プセ ル を使 用 し,1日 投与 量 は

1例 で50mg×3回,4例 で100mg×3回,4例 で200

mg×3回 であ り,全 例 食 後 投与 とした。投 与 日数 は2例

が14日 間 で残 りは7日 間 で あ っ た。総 投与 量 は1,050か ら

8,400mg,平 均3,617mgで あ った。

II. 成 績

効果 判 定 は以 下 の ご と く行 った。 細 菌 学 的 に起 炎 菌 が

消 失 し,臨 床症 状,検 査所 見 の 改善 が 著 しか った もの を

著 効,起 炎 菌 が消 失 また は著 明 に減 少 し,臨 床 症状,検

査所 見 に改 善が 認 め られ た もの を有 効,起 炎菌 の 消失 ま

た は減 少 を認 め るが,臨 床 症 状,検 査所 見 の改 善 が少 な

か っ た もの,あ る いは起 炎 菌 の消 失 は認 め られ な い が,

臨 床 症状,検 査 所 見 に改 善 が認 め られ た もの をや や有 効,

起 炎 菌 お よ び臨 床 症 状,検 査 所 見 に 改 善 が 認 め られ な

か っ た もの を無 効 と判 定 した。

結果 の 概 要 は表 示 す る通 りで あ る(Table 1)。 急性 気

管 支 炎 は著効1例,有 効3例,や や 有 効1例,無 効2例

で,慢 性 気 管支 炎 は2例 とも有効 で あ った。 全 体 と して

の 有効 率 は67%で あ った。 細 菌学 的 に は,Saureus,S

Pneumoniae,β-haemolytic Streptococcus,H.parain-

flunzae,Haemnophilus sp.の そ れ ぞ れ1株 は 消 失 し た

が,H.influenzenzaeの1株 は残存 した 。

無 効 例 とや や 有効 例 を よ り詳 細 にみ て み る と,無 効 例

の1例(症 例2)は 起 炎菌 として喀 痰 か らH.influnzae

が検 出 され た例 で,本 剤50mgを1日3回 投 与 した。1週

間 投 与 で も咳 嗽,喀 痰 が 全 く改善 せ ず菌 も残 存 した た め,
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Table 1. Clinical results of CFDN therapy

BW: body weight

tosufloxacin tosilate(TFLX,T-3262)に 変 更 した と

こ ろ,H.influemzaeは 消 失 し た が,S.aureusに 菌 交 代

し,症 状 の改 善 は余 り得 られ な か った 。 もう1例 の無 効

例(症 例5)は 乾 性 咳 嗽 で咽 頭培 養 で は正 常 菌叢 で あ っ

た。本 剤100mgを1日3回7日 間投 与 したが 無効 で あ っ

た ため,ofloxacin(OFLX)に 変更 した とこ ろ症 状 が 改

善 した 。 また,や や有 効例(症 例4)は 激 しい乾 性 咳 嗽

で咽 頭 か らS.aureusが 検 出 され,本 剤100mgを1日3

回7日 間投 与 した。 菌 は消 失 したが,症 状 の 改善 が得 ら

れ ない た めOFLXに 変 更 した ところ 治癒 した。

全 例 で 副 作 用 は 認 め られ な か った 。臨 床 検 査 値 で は

(Table2),症 例1で 投 与7日 目 に ア ル カ リ フ ォ ス

フ ァター ゼ(Al-P)が10.8か ら12.OKAUに,ま たBUN

が17.1か ら25.3mg/dl,血 清 ク レアチ ニ ン(S-Cr)が1.4

か ら1.6mg/dlに 上 昇 した。Al-Pは 本 剤投与 前からこの

程度 の 変 動 を繰 り返 してい たた め,本 剤 との因果関係は

薄 い と考 え られ る。 しか し,腎 機能 はそれ まで殆ど変動

して い な か っ た。 本 剤 投 与 終 了 翌 日に はBUNとS-Cr

は そ れ ぞ れ20.7mg/dlと1.4mg/dlに 復 していたため,

投与 期 間 中 の一 時 的 な上 昇 で あ り,本 剤 との関係は明瞭

で は な いが,可 能性 は あ る と思 わ れ る。症例4で 投与7

日 目にGOTが33か ら42KU,GPTが30か ら34KUに 増

加 して い るが,本 症 例 も以前 か ら肝 機能 の変 動が見られ

て い るた め,本 剤 との関 連性 は薄 い と考 え られた。しか

し,症 例5で は本 剤投 与 前 にGOT,GPT,LDHが それ

ぞ れ18KU,12KU,214mU/mlで あ った ものが,投 与7
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Table 2. Laboratory findings before and after CFDN therapy

B: before, D: during, A: after, F: follow-up
*: KAU

**: abnormal value related to CFDN

日目には25KU,14KU,264mU/mlと 上 昇 し,投 与 終 了

7日 目にそれ ぞれ18KU,8KU,186mU/mlに 復 した。こ

れは本剤 に よる もの と推 定 され る。 また,症 例6で もや

は りGOT,GPT,Al-Pが それ ぞ れ18KU ,16KU,277

IUか ら23KU,23KU,300IUに 上 昇 した。約1カ 月後 に

はそれぞれ18KU,15KU,270IUに 回復 したた め本 剤 に

よると推定 され た。 従 って 、臨 床 検 査値 異 常 は9例 中3

例,33%に み られた。

III.考 察

新経 口用セ フェム 剤CFDNを 呼 吸 器 感 染 症 に投 与 し,

その臨床効 果 と細 菌学 的 効果 お よび副 作 用 につ い て検 討

した。

効果判定 の結 果,9例 中著 効1例,有 効5例 で有 効 率

67%で あ った。Phase IIま で の全 国 集 計1)に お い て は呼

吸 器感 染 症 に 対 す る投 与 量 別効 果 は100mg1日3回 と

200mg1日3回 で差 を認 め な か った が,我 々 の 症例 で は

無 効 例 とや や有 効 例 は50mgか100mg1日3回 で あ り,

200mg1日3回 で の ほ う が 効 果 が 良 い よ う な 印 象 で

あ っ た。

本 剤 は グラ ム陽 性 菌 と陰 性 菌双 方 に強 い抗 菌 力 を もっ

て い るが,我 々 の症 例 で も細 菌 学 的 にH.influenzae以 外

は 消失 し,そ れが 裏付 け られ た。H.influenzae残 存 の症

例 は,本 剤 か らTFLXに 変 更 して菌 は消 失 して い る。全

国 集計1)で も呼 吸 器感 染 症 で のH.influenzaeの 菌 消 失 率

は60%以 下 とグ ラム 陽性 菌 で は92%で あ るの に対 して 低

い。 また,Pseuaomonas aeruginosaを は じめKlebsiella

な どの他 の グラ ム陰 性菌 で も本 剤 の菌 消 失 率 は総 じて 低
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い ことは,本 剤がグラム陰性菌 よりは陽性菌に対 して有

用性が高い ことを示 しているのか もしれない。

副作用は自他覚症状 とともに認 められず,高 い忍容性

があった。臨床検査値では9例 中3例 に異常 を認めたが,

いずれも軽度 であ り投与終了後 前値 に回復 してい るので

特 に安全 性 に問題 が あ る とは い えな いで あ ろう。
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We evaluated cefdinir, a new oral cephem antibiotic, for its clinical and bacteriological efficacy and safety
in respiratory tract infection.

Clinical efficacy in 7 patients with acute bronchitis was excellent in 1, good in 3, fair in 1, poor in 2, and
good in 2 with chronic bronchitis. The overall clinical efficacy rate was 67%. Bacteriologically, Staphylococcus
aureus, Streptococcus pneumoniae, fl -haemolytic Streptococcus, Haemophilus parainfluenzae, and Haemophilus
sp. were eradicated, but Haemophilus influenzae in a case persisted.

No adverse reaction were observed. In clinical laboratory findings, renal dysfunction and hepatic dysfunc-
tion were noted in 1 and 2 patients, respectively.


